



























































































乳児院 児童養護施設 情緒障害児短期治療施設 児童自立支援施設 自立援助ホーム
対象児童 乳児 (保健上､ 保護者のいな 軽度の情緒障 不良行為をな 義務教育を終
安定 した生活 い児童､虐待さ 害を有する児 し､またはなす 了 した児童で
環境の確保そ れている児童 童 おそれのある あって､児童養
の他の理由に その他環境上 児童および家 護施設等を対
より特 に必要 擁護 を要する 庭環境その他 処した児童等
のある場合に 児童 (安定した の理由により
は､幼児を含 生活環境の確 生活指導等 を
施設数 117カ所 558カ所 (55カ 27カ所 (11カ 58カ所 (56カ 35カ所
(公立 .私立) (16カ所 .101カ所) 所 .503カ所) 釈 .16カ所) 所 .2カ所)
児童定員 3,669人 33,676人 1,323人 4,227人 263人
児童現員 3,077人 30,830人 1,030人 1,828人 163人




















































平成3 平成4 平成5 平成6 平成7 平成8 平成9 平成10平成11平成12
年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 _年度 年度 年度













- 8 1 -
図表5 虐待者の心身の状況
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1 ひとり親家庭 460件 (31.8%) 1)経済的困難 2)孤立 3)就労の不安定
2 経済的困難` 446件 (30.8%) 1)ひとり親家庭≡ 2)孤立 3)就労の不安定
3. 孤立 341件 (23.L6%) 1)経済的困難 .2)ひとり親家庭 3)就労の不安定




























































処遇改善勧告内容 千葉県A施設 茨城県B施設 大阪府C施設 茨城県D施設 福島県E施設 埼玉県F施設
経営について 改善計画書の作成 適正な経営への直接的な指導
第三者機関 第3者機関の設置 外部委員を主体とする再建委員会の設置 体罰防止のための検討組織を外部委員の参画にて設置
理事会 児童の権利擁護 理事会の責任 理事会への走 理事会への報
に精通した理事 の明確化､理事 期的な報告と 告と対応策の
の委嘱 会の刷新 評価､管理機.能の強化 検討､理事長の責任の明確化､理事会における再発防止策の検討､理事 見直し
施設長 施設長の解任 施設長の処分方針の明確化 責任の所在の明確化 施設長の解雇 施設長の解任と施設 運営改善
施設運営に 当該職員の懲戒 当該職員の処 関係者の適切 当該職月の処 当該職月に対
ついて 分方法の明確化 な対応 分 しての適切な対応
組織体制 処遇基準の仕組みづくり 今後の問題発見時 対応方法の明確化､組織体別の見直し
保護者 児童や保護者の意見徴収の場設置 児童や保護者の意見を取り入れる仕組み確立











































































































17 トラウマサバイバーズユニオン (さまざまな心の傷 (トラウマ :心的外傷)から生き延
びてきた人達 (サバイバー)自身によって運営されている､ボランティアの非営利団体)
18 例えば ｢日向ぼっこ｣2006年 3月に発足した､児童福祉施設を退所した人たちの孤立
防止や児童養護 の当事者参加の実現､ネットワーク創りを目指して集まった児童養護の
当事者グループ
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